






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































調査日 時間 調査対象 場所 









































8月 6日（月） 14：00 東北学院大学ボランティアセンター 
座談会聴講 
御崎荘 
8月 7日（火） 17：00 只越芸能保存会 唐桑町只越 
8月 8日（水） 10：00 八雲神社例大祭 東中才一振興会館 
11月 23日（土） 10：00 八雲神社例大祭 東中才一振興会館 






11月 25日（月） 9：30 古谷館八幡神社・熊谷宮司 古谷館八幡神社 
12月 29日（土） 11：30 気仙沼市教育委員会教育委員長 気仙沼市 
12月 30日（日） 9：30 
10：00 
佐藤仁一氏宅 
尾形健氏宅 
唐桑町中井 
小々汐 
 
別表　2012年度調査対象一覧
 
 
資料１　八幡神社別当の系譜
＜現八幡神社（常覚院）―中永山八幡寺、山田八幡社、山岸愛宕社＞
資料２　八雲神社別当の系譜
＜現八雲神社（帰命院）―慶廣山東光寺＞
東家（帰命院）齋藤氏の由緒『安永風土記』に記載あり。
40―　　―
＜注＞
1）正式名称は，「東日本大震災に伴う被災した民俗文
化財調査」なお現在この事業により調査された資
料は報告書があり［高倉2012,2013（印刷中）］，イ
ンターネットを通じてダウンロードできる。URL
は，http://www.cneas.tohoku.ac.jp/staﬀ/takakura2/
shinsai/home.html[2013年10月3日閲覧]。また，同じ
資料を用いたデータベースが構築中である。なお本
稿における所属職階等は当時のもの。
2）梅屋は，震災前に18回気仙沼市に訪れた経験があっ
た。
3）かつて栄えた「井戸端網」という漁網とともに，こ
の屋号は広く記憶されている。
4）梅屋［2012a: 254］。
5）社交辞令をどこまで真に受けてよいかはわからない
が，この機会にいままで調査の及ばなかった点につ
いても明らかにしたいとの思いもあったとのことで
ある。
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